
次
号
は
２
月
１０
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

来
月
�
日
ま
で
参
加
者
募
集
中

                     

                     

区役所講堂など区内６会場で成人式

「守
山
サ
ー
ク
ル
」バ
ス
ツ
ア
ー
大
盛
況

次
は
３
月
�
日
「第
４
回
ケ
ー
キ
教
室
」

大
森
天
王
祭
の
後
厄
「五
〇
卯
辰
会
」

大
森
保
育
園
に
玩
具
な
ど
寄
贈

鳥
羽
見
コ
ミ
セ
ン
の
歌
が
完
成

お
披
露
目
式
で
地
域
住
民
ら
合
唱

                     

                     

                     

「ア
ン
ギ
ア
ー
リ
の
戦
い
」
展

な
ご
や
芝
居
の
広
場
「暮
し
の
詩
」

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

　
記
念
に
い
か
が
―
。
本
紙

は
、
恒
例
「
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の

１
年
生
・
紙
面
大
集
合
」
を

三
月
十
日
号
で
行
い
ま
す
。

今
春
、
小
学
校
へ
入
学
す
る

お
子
さ
ん
の
紙
上
参
加
に
奮

っ
て
ご
応

募
く
だ
さ

い
。

　
【
応
募

方
法
】
郵
送
、
ま
た
は
メ
ー

ル
で
。
新
入
学
児
一
人
で
写

っ
て
い
る
写
真
（
返
却
は
い

た
し
ま
せ
ん
）
の
ほ
か
①
氏

名
・
性
別
②
住
所
③
電
話
番

号
④
保
護
者
名
⑤
入
学
す
る

学
校
名
⑥
将
来
、
何
に
な
り

た
い
か
⑦
お
近
く
の
中
日
新

聞
販
売
店
名
を
別
紙
に
明
記

し
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
三
五
二
、
守
山

ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
１
年

生
」
係
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
１

年
生
」
、
本
文
に
（
必
ず
）

①
か
ら
⑦
、
写
真
デ
ー
タ
を

添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｅ

ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝

へ
。

　
※
掲
載
す
る
の
は
写
真
と

項
目
①
⑤
⑥
の
み
で
す
。

　
【
締
め
切
り
な
ど
】
と
も

に
二
月
二
十
日
（
火
）
必

着
。
規
定
人

数
を
超
え
た

場
合
は
先
着

順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
紹
介
し
た
方
に

は
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
ま
た
、
画
質
に
よ
っ

て
は
掲
載
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
▽
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
井
上
用

水
」
さ
ん
の
投
稿
写
真

　
大
あ
く
び
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
と
ら
え
ま
し
た
。

が
、
犬
？
猫
？

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
【
お
こ
と
わ
り
】
発
行
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
関
係
で
、
ご

紹
介
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
「
え
っ
�
」
と
び
っ
く
り

し
た
り
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
写
真
は
あ
り
ま

せ
ん
か
―
。
本
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
あ
な
た
が
日
常
生
活
で

と
ら
え
た
〝
ス
ク
ー
プ
〟
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
は
写
真
の
ほ

か
、
別
紙
に
①
住
所
②
氏
名

（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ

ー
ム
も
）
③
電
話
番
号
④
写

真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
０
７
、
松
坂
町
三
五

二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス

「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
紙

上
写
真
展
」
、
本
文
に
（
必

ず
）
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー

タ
を
添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ

ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

岩倉会長（左から２人
目）ら会員と代表の園児

好天の中、買い物などを楽しんだ

いろいろな催しで大人の仲間入りを祝った（区役所講堂）

懐かしい顔に喜びを見せる
新成人ら（区役所講堂）

末吉康治さん益川京子さん
出席者全員で「鳥羽見コ
ミセンの歌」を合唱した

　
守
山
区
成
人
式
（
各
学
区
区

政
協
力
委
員
会
、
区
役
所
主

催
）
が
「
成
人
の
日
」
の
八

日
、
大
森
中
学
校
・
森
孝
東
小

学
校
・
区
役
所
・
守
山
中
学
校

・
守
山
西
中
学
校
・
志
段
味
地

区
会
館
の
六
会
場
で
開
か
れ

た
。

　
読
者
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
の
交

流
を
図
る
な
ど
、
区
内
中
日
新

聞
販
売
店
で
つ
く
る
「
守
山
サ

ー
ク
ル
」
企
画
・
年
末
恒
例
の

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
が
先
月
二

十
三
日
に
行
わ
れ
、
約
七
十
人

が
三
重
県
内
で
の
買
い
物
や
散

策
を
楽
し
ん
だ
。

　
「
年
末
き
い
な
が
し
ま
港
市

と
伊
勢
神
宮
・
お
か
げ
横
丁
散

策
」
の
名
称
で
、
同
サ
ー
ク
ル

と
旅
行
会
社
が
協
力
し
て
催
し

た
も
の
。
本
紙
や
折
り
込
み
チ

ラ
シ
を
見
て
申
し
込
ん
だ
参
加

者
ら
が
複
数
の
臨
時
乗
車
場
に

そ
れ
ぞ
れ
集
ま
り
、
バ
ス
二
台

で
目
的
地
へ
と
向
か
っ
た
。

　
水
産
業
者
が
並
ぶ
市
場
な
ど

で
買
い
物
巡
り
を
し
た
ほ
か
、

伊
勢
神
宮
の
内
宮
に
参
拝
。
ま

た
、
伊
勢
う
ど
ん
や
手
こ
ね
ず

し
と
い
っ
た
地
元
名
物
の
昼
食

も
あ
り
、
後
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
「
値
打
ち
な
内
容

だ
と
思
う
」
「
家
の
近
く
か
ら

出
発
で
き
て
い
い
」
な
ど
の
回

答
が
見
ら
れ
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
同
サ
ー
ク
ル
は
次
の
催
し
と

し
て
「
第
４
回
ケ
ー
キ
教
室
」

を
三
月
十
八
日
（
日
）
に
開

く
。
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細

は
本
紙
二
月
二
十
四
日
号
で
紹

介
し
ま
す
。

　
区
内
の
新
成
人
は
男
性
八
百

三
人
、
女
性
八
百
七
十
六
人
の

計
千
六
百
七
十
九
人
。
一
昨
年

は
千
五
百
三
十
人
、
昨
年
は
千

五
百
四
十
四
人
で
、
全
国
的
に

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
二
年

連
続
で
増
加
し
た
。

　
ま
た
学
区
別
で
は
、
瀬
古
学

区
が
一
番
多
く
百
五
十
二
人
。

次
い
で
苗
代
学
区
（
百
四
十

人
）
、
小
幡
学
区
（
百
二
十
六

人
）
、
廿
軒
家
学
区
（
百
十
九

人
の
順
（
た
だ
し
、
守
山
自
衛

隊
を
含
め
な
い
人
数
）だ
っ
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
区
役
所
＝
小
幡
一
＝
会
場
に

は
最
も
多
く
の
新
成
人
が
集
ま

り
、
小
幡
・
苗
代
・
小
幡
北
・

白
沢
学
区
か
ら
約
四
百
人
が
出

席
。
あ
い
に
く

の
雨
で
、
駐
車

場
に
毎
年
広
が

る
歓
談
の
光
景

は
見
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
懐
か

し
い
仲
間
と
の

再
会
を
喜
び

「
お
ー
」
「
久

し
ぶ
り
」
と
大

き
な
声
を
講
堂

で
響
か
せ
た
。

　
式
で
は
、
主

催
者
を
代
表
し

て
白
沢
学
区
区
政
協
力
委
員
長

の
田
中
康
夫
さ
ん
が
「
地
域
を

良
く
す
る
た
め
に
も
、
人
と
人

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
柴
田
久

司
区
長
は
「
経
験
を
重
ね
て
大

人
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。
自

分
ら
し
く
、
誠
実
に
生
き
て
い

っ
て
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
新
成
人
代
表
が
〝
は

た
ち
の
誓
い
〟
を
宣
言
し
て
壇

上
の
キ
ャ
ン
ド
ル
に
火
を
と
も

し
た
ほ
か
、
「
生
き
て
い
く
上

で
必
要
な
知
識
が
学
べ
る
よ

う
、
日
々
努
力
し
て
い
き
た

い
」
や
「
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も

た
ち
が
夢
を
持
っ
て
成
長
で
き

る
よ
う
、
社
会
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
あ
な
た
と
共
に
過
ご
し
て
い

た
い
♪
―
。
鳥
羽
見
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
＝
鳥
羽
見
二
＝

の
歌
が
こ
の
ほ
ど
出
来
上
が

り
、
先
月
十
日
に
同
コ
ミ
セ
ン

で
お
披
露
目
式
が
催
さ
れ
た
。

　
き
っ
か
け
は
、
鳥
羽
見
学
区

区
政
協
力
委
員
長
の
大
脇
弘
さ

ん
が
「
学
校
に
は
校
歌
が
あ

り
、
歌
う
こ
と
で
み
ん
な
が
ま

と
ま
る
雰
囲
気
に
な
る
」
と
運

営
関
係
者
に
話
し
た
こ
と
か

ら
。

　
当
時
の
事
業
部
長
で
、
同
じ

思
い
を
持
っ
て
い
た
中
川
澄
雄

さ
ん
�
�
が
作
詞
を
快
諾
。
ま

た
、
作
曲
は
同
コ
ミ
セ
ン
で
活

動
し
て
い
る
ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル

代
表
の
松
浦
真
智
子
さ
ん
�
�

が
担
当
し
、
一
緒
に
打
ち
合
わ

せ
を
重
ね
な
が
ら
一
年
ほ
ど
か

け
、
歌
を
作
っ
た
。

　
お
披
露
目
式
に
は
、
地
域
住

民
ら
五
十
人
以
上
が
出
席
。
二

人
に
花
束
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

松
浦
さ
ん
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て

全
員
で
合
唱
し
た
。

　
初
め
て
の
作
詞
と
い
う
中
川

さ
ん
は
「
利
用
者
の
気
持
ち
を

考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
み

ん
な
で
楽
し
く
歌
え
た
ら
」
と

笑
顔
。
ピ
ア
ノ
講
師
も
し
て
い

る
松
浦
さ
ん
は
「
懐
か
し
く
安

心
で
き
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
心
掛

け
た
。
こ
れ
か
ら
親
し
ん
で
も

ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
「
鳥
羽
見
コ
ミ
セ
ン
の
歌
」

　
こ
こ
守
山
の
南
西
に
　
友
愛

に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
が
あ
る
　
昼

夜
と
も
に
楽
し
め
る
と
こ
ろ
　

鳥
羽
見
…
鳥
羽
見
…
鳥
羽
見
コ

ミ
セ
ン
で
　
き
ょ
う
も
あ
し
た

も
い
つ
ま
で
も
　
あ
な
た
と
共

に
過
ご
し
て
い
た
い
（
一
―
三

番
の
う
ち
、
二
番
の
み
抜
粋
）

　
昨
年
八
月
の
大
森
天
王
祭
の

う

た

つ

後
厄
参
加
者
ら
「
五
〇
卯
辰

会
」
は
先
月
四
日
、
大
森
保
育

園
＝
大
森
三
＝
を
訪
れ
、
祭
り

の
募
金
で
購
入
し
た
車
形
の
乗

用
玩
具
七
台
と
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

一
個
を
贈
っ
た
。

　
祭
り
の
会
場
に
は
募
金
箱
が

毎
年
置
か
れ
る
ほ
か
、
会
合
で

集
ま
っ
た
関
係
者
も
協
力
。
そ

れ
ぞ
れ
の
年
の
後
厄
参
加
者
が

〝
ど
う
し
た
ら
喜
ん
で
も
ら
え

る
か
〟
を
話
し
合
い
、
地
元
の

小
学
校
や
児
童
養
護
施
設
な
ど

へ
要
望
に
応
え
る
形
で
さ
ま
ざ

ま
な
物
を
贈
っ
て
い
る
。

　
寄
贈
に
は
、
同
会
を
代
表

し
て
岩
倉
大
輔
会
長
は
じ
め

四
人
が
訪
問
。
品
物
を
受
け

取
っ
た
代
表
園
児
三
人
が

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
元
気
な
声
で
あ
い
さ

つ
し
た
。
ま
た
同
会
へ
は
、

名
古
屋
市
か
ら
の
感
謝
状
が

手
渡
さ
れ
た
。

　
岩
倉
会
長
は
「
仲
良
く
遊

ん
で
、
大
人
に
な
っ
た
ら
地

域
の
伝
統
を
守
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
笑
顔
。
佐
藤
郁
子
園

長
は
「
多
く
の
子
ど
も
が
遊
べ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
当
に
あ

り
が
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
そ
の
ほ
か
同
会
は
、
天
子
田

保
育
園
＝
天
子
田
二
＝
に
な
わ

と
び
二
十
六
本
と
な
わ
と
び
ス

タ
ン
ド
一
台
な
ど
、
計
五
つ
の

施
設
へ
寄
贈
し
た
。

　
「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
と
『
ア
ン
ギ
ア
ー
リ
の
戦

い
』
展
～
日
本
初
公
開
『
タ
ヴ

ォ
ラ
・
ド
ー
リ
ア
』
の
謎
～
」

（
中
日
新
聞
社
な
ど
主
催
）

が
、
名
古
屋
市
博
物
館
＝
瑞
穂

区
瑞
穂
通
一
＝
で
開
催
中
。
三

月
二
十
五
日
（
日
）
ま
で
。

　
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
巨
匠
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
制
作
の
下
、
イ
タ
リ

ア
の
宮
殿
に
飾
ら
れ
る
は
ず
だ

っ
た
大
壁
画
「
ア
ン
ギ
ア
ー
リ

の
戦
い
」
。
作
品
は
未
完
成
の

ま
ま
、
そ
の
後
失
わ
れ
る
。

　
同
展
で
は
、
手
掛
か
り
と
な

る
本
邦
初
公
開
の
「
タ
ヴ
ォ
ラ

・
ド
ー
リ
ア
」
を
は
じ
め
、
関

連
作
品
や
派
生
作
品
を
展
示

し
、
失
わ
れ
た
謎
に
迫
る
。

　
午
前
九
時
半
―
午
後
五
時
。

月
曜
・
第
四
火
曜
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）
休
館
。
入
場
料
は

一
般
千
三
百
円
、
高
大
生
九
百

円
、
小
中
生
五
百
円
。
中
日
新

聞
販
売
店
な
ど
で
取
り
扱
っ
て

い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
名
古
屋
市
博

物
館
＝
☎
（
８
５
３
）
２
６
５

５
＝
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
名
古
屋

展
」
で
検
索
）
へ
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
な
ご
や
芝
居
の
広
場
「
暮
し

の
詩
」
が
二
月
二
十
一
日

（
水
）
午
後
七
時
か
ら
と
二
十

二
日
（
木
）
午
後
二
時
か
ら
、

守
山
文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
一

＝
で
上
演
さ
れ
る
。
開
場
は
両

日
と
も
開
演
の
三
十
分
前
。

　
舞
台
は
、
女
性
誌
「
暮
し
の

手
帖
」
初
代
編
集
長
・
花
森
安

治
さ
ん
が
モ
デ
ル
の
作
品
。
僕

ら
に
、
守
る
に
足
る
幸
せ
な
暮

ら
し
が
あ
れ
ば
、
戦
争
は
二
度

と
起
こ
ら
な
い
は
ず
だ
―
。
本

当
に
豊
か
な
暮
ら
し
を
提
案
し

続
け
た
彼
が
問
う
「
豊
か
な
生

き
方
」
と
は
…
？

　
小
山
内
美
江
子
さ
ん
作
で
、

な
か
と
し
お
さ
ん
が
演
出
。
末

吉
康
治
さ
ん
（
劇
座
）
、
益
川

京
子
さ
ん
（
フ
リ
ー
）
ほ
か
、

名
古
屋
在
住
の
俳
優
が
多
数
登

場
し
、
〝
豊
か
な
暮
ら
し
を
つ

く
る
広
場
に
な
る
〟
な
ど
、
同

公
演
で
目
指
し
て
い
る
舞
台
を

繰
り
広
げ
る
。

　
全
自
由
席
の
前
売
り
券
は
一

般
三
千
円
（
当
日
三
千
五
百

円
）
、
高
校
生
以
下
二
千
円

（
同
二
千
五
百
円
）
。
問
い
合

わ
せ
は
守
山
文
化
小
劇
場
＝
☎

（
７
９
６
）
１
８
２
１
＝
へ
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
「
ア
ン
ギ
ア
ー
リ
の
戦
い
」

展
＝
十
組
二
十
人
、
な
ご
や
芝

居
の
広
場
「
暮
し
の
詩
」
（
二

十
二
日
分
）
＝
二
組
四
人
、
そ

れ
ぞ
れ
の
招
待
券
を
本
紙
読
者

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
届
け
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
「ア
ン
ギ
ア
ー
リ
展
」

ま
た
は
「
暮
し
の
詩
」
ど
ち
ら

か
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　
締
め
切
り
は
三
十
一
日

（
水
）
必
着
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
招
待
券
の
発
送
を

も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。
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